
令和８年１月
内閣府男女共同参画局総務課

女性の視点からの防災と
女性用トイレの行列解消



【東日本大震災における教訓】
①防災や復興の政策・方針を決める過程に女性が参画していない。
②災害対応において男女のニーズの違い等に配慮がない。
③災害が起きてから急に対応しようとしてもできない。平常時からの取組が重要。

平常時の取組 大規模災害時の取組

• ガイドライン等の周知
• 防災分野への女性の参画拡大
• 女性防災リーダーの育成とネット
ワークの構築

• 災害担当者等への研修、啓発

• 地方自治体への通知
• 男女局職員の現地派遣
• 避難所チェックシートの配布
• 性暴力予防の呼びかけ
• 民間団体と連携した支援の取組
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「骨太の方針2025」において、女性用トイレの利用環境の改善に向けた対策の推進が位置付けられたことを踏まえ、関係府省間
の緊密な連携を確保し、効果的な施策の検討・実施を図る。

○女性用トイレの利用環境の改善に向けて、国内外の動向等の把握を進め、対策を推進する。

関係府省連絡会議

議 ⾧:内閣官房副⾧官補（内政担当）
副議⾧:内閣官房内閣審議官（内閣官房副⾧官補付）兼

内閣府男女共同参画局⾧
国土交通省総合政策局⾧

構成員:内閣官房内閣審議官（内閣官房副⾧官補付）
総務省大臣官房地域力創造審議官
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部⾧
厚生労働省健康・生活衛生局⾧
経済産業省大臣官房商務・サービス審議官
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骨太の方針２０２５（抜粋）

構成

目的

○ 第１回（令和７年７月９日）
・ 本会議の開催について
・ 女性用トイレに係る行列問題の現状等について
・ 今後の取組について

① 好事例の収集 → 関係府省等を通じて行列の改善に向けた取組を収集 ＜内閣府＞

② トイレ設置数に係る基準の点検・見直し → 点検・見直しに係る共通事項や方針をガイドラインにとりまとめるため、
昨年11月に協議会の立ち上げ＜国交省＞

③ 仮設トイレに係る緊急の呼びかけ → 昨年7月以降、各所管業界等に対してイベント開催時における女性用
トイレへの配慮を求める事務連絡を発出＜関係府省＞

※ 関係府省連絡会議の下に、局⾧級の幹事会も開催（第１回開催8/7、第２回開催12/19）取組内容

令和７年７月以降、以下の取組を実施。

＜開催実績＞※

女性用トイレにおける行列問題の改善に向けた取組について



女性用トイレ行列解消の取組
課題対策事例集
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令和７年１２月１９日版

内閣府男女共同参画局

女性用トイレ行列解消の取組事例集 ※抜粋

内閣府男女共同参画局ＨＰより



課題と対策一覧
ページ施設名対策課題

3JR東海 新大阪駅
女性用トイレの増設

女性用トイレの個数の不足への対応

3あ・ら・伊達な道の駅

4JR西日本 大阪駅

女性用トイレと男性用トイレの間仕切りの変更 4群馬コンベンションセンター（Gメッセ群馬）

5IGアリーナ（愛知国際アリーナ）

6国立競技場
女性用トイレと男性用トイレのサイン切替

7新国立劇場

8鳥取港重要港湾指定50周年記念 鳥取港福フェス
イベント時の十分なトイレ数の確保

8⾧岡まつり大花火大会

9広島サッカースタジアム（エディオンピースウイング広島）
パウダーコーナー等の整備

女性用トイレの⾧時間利用への対応
9あ・ら・伊達な道の駅

10ジョイナス利用時間の可視化・お知らせ

10東京メトロ 表参道駅掲示等による意識啓発

11JR東日本 東京駅

空室状況の見える化（個室）

空室状況の見えにくさへの対応

11広島サッカースタジアム（エディオンピースウイング広島）

12東京メトロ 銀座駅

13JR東海 新大阪駅空室状況の見える化（ゾーン）

14大丸東京店
空室状況の見える化（施設全体）

14羽田空港第1、第2ターミナル

15TOKYOトイレマップ地域のトイレの場所の見える化
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女性用トイレ行列解消の取組事例集 ※抜粋



女性用トイレの個数の不足への対応

JR西日本・大阪駅
（改札内 1階西口トイレ）

女性用トイレと男性用トイレの境界を可動式間仕切り壁にし、利用状況に応じて壁を移動して
男女の個室数を調整。

対策② 女性用トイレと男性用トイレの間仕切りの変更①

群馬コンベンションセンター（Gメッセ群馬）
（展示ホール・２階トイレ）

小松ウオール工業株式会社・
ランニングウォールを使用

小松ウオール工業株式会社・ランニングウォールを使用

＜類似の取組を行っている施設例＞
ー
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利用状況に応じて男女が変わる

女性用トイレ行列解消の取組事例集 ※抜粋



女性用トイレの⾧時間利用への対応

女性用トイレにパウダーコーナー等を設けることで、個室での化粧利用を抑制。
さらに、洗面台とパウダーコーナー等を別とすることで、洗面台の混雑を緩和。

対策① パウダーコーナー等の整備

＜類似の取組を行っている施設例＞
IGアリーナ（愛知国際アリーナ）、東京メトロ銀座駅

広島サッカースタジアム（エディオンピースウイング広島）
（2階 VIPエリア・一般観客席エリアのトイレ）

洗面台 パウダーコーナー

洗面台前に鏡を設けず、別途、鏡付きパウダーコーナーを設け
洗面台の混雑を回避

あ・ら・伊達な道の駅
（西側トイレ）

女性用トイレ個室での化粧直し利用が混在し
ていたため、パウダーコーナーを別途設置

パウダーコーナー
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空室状況の見えにくさへの対応

サイン等で各個室の空室状況を分かりやすくすることで、空いている個室へスムーズに誘導し、
行列の解消を促進。

対策① 空室状況の見える化（個室）①

＜類似の取組を行っている施設例＞
東北自動車道 佐野SA（下り線）、IGアリーナ（愛知国際アリーナ）、東京メトロ表参道駅

JR東日本 東京駅
（八重洲地下中央口改札内トイレ）

空室時は「空室」の表示が見えるようにして、
空室状況を可視化

広島サッカースタジアム（エディオンピースウイング広島）
（2階 一般観客席エリアのトイレ）

女性用トイレ内の様子
扉が閉まるとランプが
青色から赤色に変化
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女性用トイレ行列解消の取組事例集 ※抜粋



○ 学会等の各種法人が設けている現行基準について、必要な点検や見直しが的確かつ円滑に行
われるよう、内外の調査などを踏まえつつ、国として、点検･見直しに係る共通事項や基本的
な方針をガイドラインとしてとりまとめる。

• 国交省において有識者、関係事業者、関係府省等による協議会を設立し、令和７年11月に議論開始
• ガイドライン骨子を年内に、本体を年度内にとりまとめる予定
• 空気調和・衛生工学会も来年度半ばを目途に基準見直しに向けた考え方を整理し、新基準作りに向けて
検討予定（細目の整理に1～2年）

取組状況

座⾧
委員

関係者
関係府省 内閣府、総務省、経済産業省、厚生労働省、文部科学省、国土交通省
事務局

小林 純子
小瀬 博之
佐藤 克志
⾧澤 夏子
谷口 綾子
疋田 篤史
大山 みこ
平野 祐子

鉄道、高速道路、空港、ショッピングセンター、百貨店等の事業者・団体 ※調整中

国土交通省総合政策局共生社会政策課、住宅局参事官（建築企画担当）付

日本トイレ協会 名誉会⾧、（有）設計事務所ゴンドラ 代表
東洋大学総合情報学部 教授
日本女子大学建築デザイン学部 教授
お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系 教授
筑波大学システム情報系 教授
株式会社ベクトル総研 都市環境システム部 主任研究員
(一社)日本経済団体連合会ソーシャル・コミュニケーション本部 副本部⾧
主婦連合会 副会⾧

スケジュール

ガイドラインのイメージ

○ トイレの設置数に係る基準や各施設種別における設置状況、女性の社会進出等の社会情勢の変化を概観した
上で、不特定多数の者が利用する施設等におけるトイレの設置数の望ましい整備水準やその考え方、空間的な制
約等によって設置数の変更が困難な場合のソフト対策（ICTの活用等）等、今後の対応方針についてとりまとめる。

協議会構成員

11月

12月

令和８年
3月

第１回
現状及び課題の共有

第２回
ガイドライン骨子

第３回
ガイドラインとりまとめ

令和７年
8月～ 実態調査・アンケート調査等

※敬称略・順不同
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→ 学会の基準見直し作業へ反映

トイレの設置数に係る基準の点検･見直し



• 昨年7月に、関係府省から各所管業界等に対してイベント開催時における女性用トイレへの
配慮を求める事務連絡を発出

○発出先(47都道府県、20政令指定都市、1,741市区町村、1,182団体・事業者、一部の国の出先機関）
発出先例省庁

各都道府県、政令指定都市男女共同参画担当課（室）内閣府男女局

公益財団法人日本スポーツ協会、日本博物館協会、全国公立文化施設協会 等文部科学省

各都道府県 市町村担当課 等総務省

（公社）日本観光振興協会、（一財）公園財団、全鉄軌道事業者、（公社）日本バス協会 等国土交通省

全国興行生活衛生同業組合連合会厚生労働省

（一社）日本チェーンドラッグストア協会、（一社）日本ショッピングセンター協会 等経済産業省

大型の花火大会等、一部の大型イベントに個別にヒアリングを実施。主催者における呼びかけ
（事務連絡）の認知度は約半数。

【一部コメント抜粋】
〇八王子まつり（昨年８月１日～３日、８０万人）
事務連絡を受け、仮設トイレの台数を増やし、男女比率についても女性が多くなるように比率を見直した。
〇高円寺阿波踊り（昨年８月２３～２４日、９４万人）
事務連絡を受け、例年より仮設トイレの台数を増設した。

結果

○ 花火大会等の際に設置される仮設トイレについて、設置個数や男女比率を検討する際は、過
去の行列の状況等を勘案し、男女間の行列の著しい差が発生しないよう、政府からイベント
主催者に広く緊急の呼びかけを行う。

取組状況
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仮設トイレに係る緊急の呼びかけ


